
　井手小学校と多賀小学校で、ドローンを使ったプログラミング
の体験授業が行われ、５、６年生の児童が小型のドローンを指定
されたルートで飛行させるミッションに挑戦しました。(P02)
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン

グ

１
３
５
人
が
元
気
に
駆
け
る

　
　
　
　

井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　

第
14
回
井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大

会
・
第
28
回
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
が
、
１
月
19
日
（
日
）、

自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
前

を
発
着
点
に
行
わ
れ
、
参
加
し

た
選
手
た
ち
が
１
・
５
キ
ロ
、

２
・
５
キ
ロ
、
７
キ
ロ
の
３
つ

の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
小
学
１

年
生
か
ら
一
般
ま
で
１
３
５

人
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
に
は
66

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
と
小
学

１
・
２
年
生
の
部
が
行
わ
れ
た

あ
と
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
各
部
の

選
手
た
ち
が
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
前

を
相
次
い
で
ス
タ
ー
ト
。
選
手

た
ち
は
寒
風
に
も
負
け
ず
、
元

気
に
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

【
１
・
５
㌔
小
学
生
１
・
２
年
】

男
子
の
部
＝
①
森
島
悠
月
②
西

島
漣
③
奥
田
幹
太

女
子
の
部
＝
①
西
島
由
莉
②
下

司
和
奏
③
市
場
真
輝

【
２
・
５
㌔
小
学
生
３
・
４
年
】

男
子
の
部
＝
①
奥
田
蒼
大
②
辻

井
暖
人
③
西
田
真
乃
介

女
子
の
部
＝
①
打
浪
此
夏
②
田

中
花
歩
③
濱
田
萌
衣

【
２
・
５
㌔
小
学
生
５
・
６
年
】

男
子
の
部
＝
①
田
中
昊
良
②

脇
野
琉
威
③
山
口
元
輝

女
子
の
部
＝
①
木
田
遥
②
川

本
美
海
③
田
中
羚
菜

【
７
㌔
中
学
生
】

男
子
の
部
＝
①
内
海
郁
人
②

木
原
宏
樹
③
浅
野
恵
介

女
子
の
部
＝
①
髙
野
沙
妃
②

森
姫
々

【
７
㌔
一
般
（
39
歳
以
下
）】

男
子
の
部
＝
①
北
川
拓
男
②

浅
田
義
幸
③
笹
内
康
博

女
子
の
部
＝
①
福
岡
春
海
②

金
野
恵
里

【
７
㌔
一
般
（
40
歳
以
上
）】

男
子
の
部
＝
①
山
本
博
之
②

小
山
烈
③
野
崎
建
治

女
子
の
部
＝
①
大
倉　

直
子

と
行
わ
れ
た
授
業
で
す
。

　

本
町
で
は
、
令
和
2
年
度
か

ら
本
格
実
施
と
な
る
小
学
校
で

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
向

け
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
井
手

町
学
校
教
育
情
報
化
検
討
委
員

会
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
検
討
。
本
年
度
は
試
行
の
年

と
位
置
付
け
取
組
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
児
童
た
ち
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、
向
き

や
移
動
距
離
、
高
さ
な
ど
、
ド

ロ
ー
ン
の
動
き
を
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
設
定
。
ド
ロ
ー
ン
を
実

際
に
飛
ば
し
て
み
て
、
想
定
通

り
に
飛
行
す
る
と
体
育
館
に
は

歓
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
体
験
授
業
が
井
手

小
学
校
で
２
月
21
日
（
金
）、

多
賀
小
学
校
で
27
日
（
木
）
に

行
わ
れ
、
井
手
小
で
は
、
６
年

生
39
人
が
小
型
の
ド
ロ
ー
ン
を

指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
で
飛
行
さ

せ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
能
力

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
論
理
的

思
考
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う

ド
ロ
ー
ン
使
っ
て

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業

タブレット端末でドローンの動きを設定する児童たち

元気にスタートする選手の皆さん
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平成３０年度決算報告平成３０年度決算報告

一般会計決算
　３億５３８１万１千円の黒字でした
一般会計決算
　３億５３８１万１千円の黒字でした

　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計

と
６
つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
・
多
賀
地
区
簡
易
水
道

事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介

護
保
険
・
公
共
下
水
道
事
業
・

多
賀
財
産
区
）、
井
手
町
水
道

事
業
会
計
の
決
算
は
、
昨
年
９

月
の
定
例
町
議
会
に
提
案
さ

れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
議
に
付

さ
れ
た
の
ち
、
昨
年
の
12
月
定

例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
会
計
に
お
け
る
決
算
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
50
億
７
６
５
８
万
５
千
円

に
対
し
、
歳
出
46
億
６
８
２
７

万
４
千
円
で
、
差
し
引
き
形
式

収
支
で
は
、
４
億
８
３
１
万
１

千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
翌
年
度
へ
の
繰

越
明
許
財
源
５
４
５
０
万
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

３
億
５
３
８
１
万
１
千
円
と

な
り
、
こ
れ
が
平
成
31
年
度
へ

の
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
の
報
告
で
は
、

「
日
本
の
景
気
は
、
緩
や
か
に

回
復
し
て
い
る
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
井
手
町
の
よ
う
に

財
政
基
盤
の
弱
い
自
治
体
で

は
、
景
気
回
復
が
十
分
に
波

及
す
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、

油
断
せ
ず
健
全
な
行
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
歳
入

の
確
保
は
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
歳
出

に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
し
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る

た
め
、
施
策
の
緊
急
度
・
重
要

度
や
経
済
性
・
効
率
性
・
有
効

性
を
判
断
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ

玉
水
駅
周
辺
整
備
を
は
じ
め
、

安
全
・
安
心
の
た
め
の
防
火
水

槽
の
設
置
や
い
づ
み
人
権
交

流
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ

整
備
、
ま
た
、
特
別
支
援
学
校

の
建
設
に
向
け
て
町
道
の
整

備
な
ど
各
種
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
、
計
画
的
に
各
種
基
金
を
積

み
立
て
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
運

用
さ
れ
て
健
全
な
行
財
政
運

営
に
努
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、

評
価
す
べ
き
点
が
随
所
で
見

受
け
ら
れ
ま
す
。」
と
総
括
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
後
も
、
第
４
次

総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
基

本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
歳

入
・
歳
出
両
面
に
お
い
て
中
・

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
実
効

性
の
あ
る
事
務
事
業
の
進
行

管
理
に
基
づ
い
た
行
財
政
運

会計別 歳入 歳出 翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支 備考

一般会計 5,076,585 4,668,274 54,500 353,811

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 858,289 852,504 0 5,785
多賀地区簡易水道

事業特別会計 52,823 47,705 0 5,118

後期高齢者医療特別会計 105,890 102,123 0 3,767

介護保険特別会計 883,322 833,993 0 49,329

公共下水道事業特別会計 419,942 405,566 0 14,376

多賀財産区特別会計 3,660 1,915 0 1,745

井手町水道
事業特別会計

収益的収入 収益的支出 差引額
129,706 104,966 24,740

資本的収入 資本的支出 差引額
15,537 61,507 △ 45,970

計 145,243 166,473 △ 21,230

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消費税含）

表１ 各会計別　歳入・歳出 （単位：千円） 営
に
よ
り
健
全
財
政
を
維
持

し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ

ら
な
る
向
上
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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歳入（収入）歳入（収入）
平成３０年度決算報告

●歳入
　歳入は５０億７６５８万５千円で、前年度より
８１８万４千円（０．２％）の減となりました。主
な も の は 町 税（ １ ２ ９ ６ 万 ２ 千 円 ）、 国 庫 支 出 金

（２億２５８０万９千円）、府支出金（５１９６万４千
円）、町債（２億３５７０万円）等が増加し、繰入金

（５億４７９９万７千円）、地方交付税（１４２９万６千
円）等が減少しました。

■町税
９億２２４２万円（対前年度比１．４％増）

　町税収入は、歳入全体の１８．２% を占め、１世帯
あたり２６万８４５８円、１人あたり１２万３９３１
円を納めていただいたことになります。

■国庫支出金
７億１０８０万６千円（対前年度比４６．６％増）

　国の行政に要する経費、町の特定の施策を行うた
めの経費に充てるため、その財源の全部または一部
をその目的、性格により、負担金、補助金、委託金
の三つに分類されて交付されるものです。

■府支出金
４億４３０３万３千円（対前年度比１３．３％増）

　府の行政に要する経費、町の特定の施策を行うた
めの経費に充てるため、その財源の全部または一部
をその目的、性格により、負担金、補助金、委託金
の三つに分類されて交付されるものです。

■町債
５億５６７０万円（対前年度比７３．４％増）

　ＪＲ玉水駅周辺整備ほか町道整備などに充当する
ため５億５６７０万円を借り入れしています。

■地方交付税
１６億２２５７万８千円（対前年度比０．９％減）

　地方公共団体が、標準的な行政運営を行う場合、
財源不足額に応じて国から交付されるお金です。歳
入全体の３２．０％を占めています。

自　主　財
　

源

依　存　財　源

歳入
５０億７６５８万５千円

町税
18.2%

繰越金 8.3%
使用料及び手数料
　／ 0.9%

―諸収入　0.9％
\ その他 1.9%

地方交付税
　　32.0%

　　　　国庫支出金
　　　　　　14.0%

　　　町債 11.0%

府支出金
　　　8.7%

その他 4.1%
―

歳出
４６億６８２７万４千円

人件費
　　17.0%

扶助費
　　8.3%

公債費 4.8%

普通建設事業費
　　　　33.2%

物件費
　10.9%

補助費等
　13.1%

積立金
　　2.6%

維持補修費
　　0.3%　\

操出金
　　9.8%

一般会計
４６億６８２７万４千円

総務費
1,179,969 千円

民生費
944,459 千円

衛生費
239,914 千円

\
農林水産業費
　49,206 千円

土木費
1,330,136 千円

　　　商工費－
73,340 千円

消防費
244,631 千円

教育費
302,234 千円

災害復旧費
24,691 千円 \

　議会費 55,306 千円
／

公債費 
224,388 千円
―
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歳出（支出）歳出（支出）

■総務費
１１億７９９６万９千円（対前年比２．８％増）

・防犯カメラ整備 １２１万６千円
・街灯ＬＥＤ整備 ６６７万円
・各区街灯及び商工会公安灯助成 １３５万８千円
・空き家再生支援 ３３３万９千円
・JR 奈良線高速化・複線化第二期事業費補助

１億２２万７千円
・イントラネットシステム機器更新 ３９１９万円
・戸籍総合システム機器更新 １５８１万６千円
・特別会計繰出金 4 億５７８３万４千円

■民生費
９億４４４５万９千円（対前年度比２．５％増）

・社会福祉協議会活動費 １８０８万８千円
・障害者自立支援事業費 ２億４７４万３千円
・老人医療 ８１２万円
・児童手当等 ９２２０万円
・子ども・子育て支援計画策定業務 １０４万２千円
・多賀保育園遊戯室改修　 ３５２万８千円
・いづみ人権交流センターエレベータ整備　

５２２５万３千円

■衛生費
２億３９９１万４千円（対前年度比１．７％減）

・予防接種事業、健康増進等予防費 ３０６７万６千円
・乳児健診等母子保健費 ５０７万円
・一般廃棄物収集運搬委託 ３３５７万５千円
・城南衛生管理組合分担金 ８５７５万２千円
・塵芥車購入 ８９４万４千円

■農林水産業費
４９２０万６千円（対前年度比８．１％増）

・有害鳥獣駆除 ５３７万１千円
・新規就農者確保対策事業 ３００万円

●歳出
　歳出は４６億６８２７万４千円で、前年度より
５億５４５万８千円（０．１％）の増となりました。
主な支出は次のとおりです。

・農業者等復興支援事業 １６２万４千円
・森林整備事業 １６５万円

■商工費
７３３４万円（対前年度比４．９％減）

・プレミアム付商品券発行事業補助 ８９６万７千円
・商工会振興事業 ７５０万円
・桜まつり ５５０万円
・企業立地促進助成 ３５４４万１千円

■土木費
１３億３０１３万６千円（対前年度比６９．４％増）

・町道１号線道路改良他 ３億４５５万３千円
・町道１９号線道路舗装他 １４２８千３千円
・ＪＲ玉水駅周辺整備 ８億４７９５万４千円
・ＪＲ玉水駅西交通広場整備 １３７０万３千円
・橋梁長寿命化事業 ８３６万３千円
・合藪ポンプ場施設整備改修等 ２１７２万９千円
・下排水路改修工事 ８４６万４千円
・町営住宅環境整備他 １４９０万９千円

■消防費
２億４４６３万１千円（対前年度比１５．６％減）

・常備消防委託料 １億６５４７万１千円
・防火水槽設置 １９８７万５千円
・全国瞬時警報システム更新 ３２５万円
・指揮広報車購入 ５３９万４千円

■教育費
３億２２３万４千円（対前年度比１０．３％増）

・学校給食費支援事業 １９７１万７千円
・多賀小学校外壁改修 ４５３万９千円
・泉ヶ丘中学校外壁改修 １０６６万７千円

■災害復旧費
２４６９万１千円（対前年度比１４６．４％増）

・町道３５－００号線等災害復旧事業 ２３９５万８千円

■公債費
２億２４３８万８千円（対前年度比７２．３％減）

・償還元金 ２億４１３万３千円
・償還利子 ２０２４万４千円

平成３０年度決算報告
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○
当
該
車
両
を
使
用
さ
れ
る
方

の
運
転
免
許
証

○
軽
自
動
車
検
査
証

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

も
の
）ま
た
は
通
知
カ
ー
ド（
紙

製
の
も
の
）
＋
本
人
確
認
書
類

（
障
害
者
手
帳
や
運
転
免
許
証

な
ど
）

　

な
お
、
減
免
対
象
者
は
一
定

の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
登
録
・
異
動
・
廃
車
等
の

申
請
は
、で
き
る
だ
け
早
め（
３

月
16
日
ご
ろ
ま
で
）
に
済
ま
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
納
税
通

知
書
は
４
月
中
旬
に
発
送
い
た

し
ま
す
の
で
、４
月
20
日
（
月
）

ま
で
に
納
税
通
知
書
が
届
い
て

い
な
い
方
、
も
し
く
は
、
廃
車

申
告
等
の
手
続
き
を
さ
れ
た
の

に
納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
る

方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
減
免
申
請
は
納
期
限
ま
で
に

　

軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
に

障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
が
ご

自
宅
に
届
い
て
か
ら
、
納
期
限

（
４
月
30
日
（
木
））
ま
で
に
税

務
課
で
申
請
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
申
請
手
続
に
必
要
な
書
類
等
】

○
減
免
申
請
書
（
税
務
課
に
あ

り
ま
す
）

○
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

○
障
害
者
手
帳
等
に
関
す
る
証

明
書

種類 手続場所

原動機付自転車（排気量 125cc 以下）
小型特殊自動車（農耕用・その他）

役場税務課
　　℡ 82-6163

軽自動車
二輪 　125cc 超

　　　250cc 以下
京都運輸支局
　℡ 050-5540-2061

三輪
四輪 660cc 以下 軽自動車検査協会

　℡ 050-3816-1844

二輪の小型自動車（250cc を超えるもの） 京都運輸支局
　℡ 050-5540-2061

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
そ
の

年
の
４
月
１
日
現
在
で
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

盗
難
な
ど
で
、
現
在
所
有
し

て
い
な
く
て
も
廃
車
の
手
続

き
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
廃
車
・
名
義
変
更
の

手
続
き
を
す
る
場
所
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

※
４
月
１
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、

実
際
に
は
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
を
所
有
し
て
い
な
い
の
に

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
陸
運
支
局
等
で
は
毎

年
、
年
度
末
の
３
月
は
窓
口
が

■税務課からのお知らせ
バイク・軽自動車の
廃車・名義変更
　　の手続きはお早めに
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土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧、固定資産税台帳等の閲覧のできる方
縦覧・閲覧のできる方 必要書類等

縦
覧

納税者（現に土地又は家屋の固定資産税を納めている方） ①・②または③
納税者と同一世帯の親族 ①・②または③

納税管理人 ①・②または③
納税者の代理人 ①・④

閲
覧

納税義務者 ①・②または③
納税義務者の代理人 ①・④

借地人・借家人 ①・⑤
賦課期日後に固定資産を取得された方など ①・⑥

■
固
定
資
産
税
の

　
　
　
　
　
縦
覧
・
閲
覧

▽
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧

　

納
税
者
が
町
内
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ

て
、
自
己
の
土
地
や
家
屋
の
評

価
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
「
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」
と
「
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

○
縦
覧
事
項

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

所
在
、家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、

床
面
積
、
建
築
年
、
評
価
額

▽
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固

定
資
産
、
借
地
人
・
借
家
人
が

使
用
し
て
い
る
固
定
資
産
、
賦

課
期
日
後
に
固
定
資
産
を
取
得

さ
れ
た
方
な
ど
が
、
対
象
資
産

に
つ
い
て
「
固
定
資
産
課
税
台

帳
」
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
閲
覧
事
項

「
土
地
課
税
台
帳
」

所
有
者
の
住
所
・
氏
名
、
土
地

の
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額
な
ど

「
家
屋
課
税
台
帳
」

所
有
者
の
住
所
・
氏
名
、
家
屋

の
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、
評

価
額
な
ど

「
償
却
資
産
課
税
台
帳
」

所
有
者
の
住
所
・
氏
名
、
取
得

価
格
、
帳
簿
価
格
、
評
価
額
な

ど《必
要
書
類
等
》

①
印
鑑
（
認
印
）

②
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書

③
本
人
が
確
認
で
き
る
免
許
証

等④
委
任
状
と
代
理
人
本
人
が
確

認
で
き
る
免
許
証
等

⑤
賃
貸
借
契
約
書
と
本
人
が
確

認
で
き
る
免
許
証
等

⑥
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

証
す
る
書
類
と
本
人
が
確
認
で

き
る
免
許
証
等

▽
縦
覧
期
間　

令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
４
月
30
日

（
土
、
日
・
祝
日
を
除
く
）

▽
閲
覧
期
間　

令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日

（
土
、
日
・
祝
日
及
び
12
月
29

日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
・
閲
覧
時
間　

午
前
８

時
半
か
ら
午
後
５
時
15
分
（
正

午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除

く
）

▽
場
所　

税
務
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

（
℡
82
‐
６
１
６
３
）
ま
で

　町民税・府民税の申告は、あなたの昨年１年間
（平成 31 年１月１日～令和元年 12 月 31 日）の
全ての所得及び控除などの申告をしていただくも
ので、町民税と府民税を計算する重要な資料とな
るものです。

【申告しなければならない人】
・令和２年１月１日現在、井手町に住所を有する
人で、昨年１年間に所得があり、所得税の確定申
告の提出の必要のない人（勤務先から給与支払報
告書や公的年金支払報告書が役場に提出されてい
る場合は申告の必要はありません。）
・給与や公的年金等の源泉徴収票に記載されてい

ない所得控除（扶養控除や社会保険料控除など）
がある人
※公的年金等の収入４００万円以下で確定申告の
必要がない場合でも住民税の申告が必要な場合が
あります。

【所得のなかった人】
　申告義務はありませんが、申告がないと福祉関
係や国民健康保険税などの算定に影響が出る場合
や所得に関する証明書の発行ができない場合があ
りますのでご注意ください。
＊お問い合わせは、税務課（℡ 82 ‐ ６１６３）
まで

■町民税・府民税の申告を
　　　　　　　　　忘れていませんか？
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自動車急発進防止装置
取付費用を補助します

【
対
象
者
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。

①
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
り
、
申
請

時
に
お
い
て
満
70
歳
以
上
の

方
。

②
非
営
利
か
つ
自
ら
使
用
す
る

目
的
で
補
助
の
対
象
と
な
る
自

動
車
へ
急
発
進
防
止
装
置
を
取

り
付
け
た
方
。

③
自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
有

し
て
い
る
方
。

④
取
付
業
者
で
取
り
付
け
を
し

た
方
。

【
補
助
金
の
額
】

　

急
発
進
防
止
装
置
の
取
り
付

け
に
要
し
た
費
用
の
2
分
の
1

を
乗
じ
て
得
た
額
（
百
円
未
満

の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
切
り

捨
て
）
以
内
と
し
、
2
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

次
の
①
～
⑦
の
書
類
を
用
意

し
、
高
齢
福
祉
課
に
て
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
井
手
町
自
動
車
急
発
進
防
止

装
置
取
付
費
補
助
金
交
付
申
請

書②
補
助
対
象
経
費
の
内
訳
が
明

記
さ
れ
て
い
る
領
収
書
の
写
し

※
改
造
の
箇
所
及
び
経
費
を
明

ら
か
に
し
た
も
の

③
取
り
付
け
箇
所
の
写
真

④
有
効
期
限
内
に
あ
る
運
転
免

許
証
の
写
し
及
び
自
動
車
検
査

証
の
写
し

⑤
井
手
町
自
動
車
急
発
進
防
止

装
置
取
付
費
補
助
金
交
付
請
求

書⑥
補
助
金
振
込
口
座
の
分
か
る

も
の
（
預
金
通
帳
）

⑦
印
鑑

※
①
お
よ
び
⑤
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
窓

口
に
て
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
５
）
ま

で
。

井手町自動車急発進
防止装置取付費用補
助のサイト

急発進防止装置
自動車の停止時又は徐行時において、
アクセルペダルが急激に踏み込まれた
際に急発進を抑制し、若しくはアクセ
ルペダルとブレーキペダルが同時に踏
み込まれた場合にブレーキ操作が優先
される装置。

　

平
成
31
年
4
月
1
日
よ
り
、

町
内
に
居
住
し
て
い
る
満
70
歳

以
上
の
方
に
対
し
て
、
交
通
事

故
の
防
止
や
事
故
時
の
被
害
軽

減
を
図
る
た
め
、
所
有
す
る
自

動
車
へ
の
急
発
進
防
止
装
置
の

取
り
付
け
に
係
る
費
用
の
一
部

に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
た
だ
し
、
急
発
進
防
止

装
置
を
取
り
付
け
た
日
か
ら
１

年
以
内
と
し
ま
す
。）
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　井手町では一般不妊治療、不育症治療（検査）を受けておられるご夫婦の経
済的負担を軽減するために、治療等に要した医療費の一部を助成しています。
　≪対象となる方≫
　（１）京都府内の市町村に引き続き１年以上住所を有しているご夫婦のうち、
　　　井手町内に住所を有している間に不妊治療等を受けられた方
　（２）各種医療保険に加入しておられる方
　（３）人工授精に要した費用について、助成を申請する場合は法律上の婚姻
　　　をされている方
　≪対象となる治療費及び助成金額等≫
　（１）一般不妊治療
　　①不妊治療（健康保険適用分）に要した医療費（自己負担分）
　　②人工授精に対して負担した医療費
　◆①及び②の医療費のそれぞれの２分の１の額の合計（お一人につき１年度あ
　　たり１０万円を限度）。①の医療費のみに対して助成するときは６万円を限度
　（２）不育症治療等
　　不育症の原因を特定するための検査及び不育症の治療（いずれも健康保険適
　　用分）に対する医療費（自己負担分）
　◆医療費の額の２分の１の額（お一人につき１回の妊娠あたり１０万円を限度）
　※京都府の制度で、体外受精、顕微授精、男性不妊治療に対する助成制度とし
　　て特定不妊治療費助成事業」があります。
　　詳しくは山城北保健所綴喜分室（℡ 63‐ 5745）までお問い合わせください。
　≪申請手続き≫
　保健センターで受け付けます。
　詳細や申請に関するお問い合わせは、井手町保健センター（℡８２―３３８５）へ

不妊治療等助成制度のお知らせ

井手町では住民の利便とサービスの向上を図るため、時間外窓口および取次所を設置しています。

【時間外窓口による証明書交付】
■申請手続方法　　平日の業務時間内に電話予約（℡８２－６１６４）により申請をしてください
■証明交付場所　　井手町役場住民福祉課
■交付時間　　　　午前８時半～午後５時 ( 正午～午後１時は除く ) の間で指定した時間

【取次所による証明書交付】
■取次所設置場所　井手町老人福祉センター賀泉苑
■業　務　時　間　平日午前９時～午後５時 ( 正午～午後１時は除く )

■申請手続方法
　①取次所で住民票の写し等請求書等により申請をしてください
　②平日の午後３時までの申請分については、その日の午後４時～５時に証明書を交付できます
　③平日の午後３時以降の申請分については、翌日に証明書を交付できます。ただし、金曜日（平日
　　の最終日）の午後３時以降の申請分については、翌開庁日の正午までに証明書を交付できます
■時間外窓口・取次所において交付できる証明は次のとおりです
　①「住民票の写し」　　　　　１通　３００円
　②「住民票記載事項証明書」　１通　３００円
　③「印鑑登録証明書」　　　　１通　３００円
　※本人確認ができる書類の提示が必要になりますのでご注意ください。
　※印鑑登録証明書を発行する際に印鑑登録証カードを必ずご持参ください。
　　ご持参いただけない場合は交付することができません。
　※時間外窓口および取次所では、住民票の写し等の即時発行はできませんのでご注意ください。
　※マイナンバーカードの休日交付を希望される方はお電話にてご相談ください。

井手町役場の時間外窓口および取次所業務のご案内
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新型コロナウイルス等対策について

感染しない！
感染させない！
手洗い・咳エチケット
　ドアノブや電車のつり革など
様々なものに触れることにより、
自分の手にもウイルスが付着して
いる可能性があります。
　外出先から帰宅時や調理の前
後、食事前などこまめに手を洗い
ましょう！

　咳やくしゃみが直接人にかからな
いようにカバーしましょう。
＜咳やくしゃみをするときは＞
・ティッシュなどで鼻と口を覆う。
・とっさの時は袖や上着の内側で
　覆う。
・マスクを着用する。
・周囲の人からなるべく離れる。

〇厚生労働省の電話相談窓口（フリーダイヤル）
　℡０１２０－５６５６５３
　受付時間　午前９時～午後９時

○京都府の相談窓口
　帰国者・接触者相談センター
　℡０７５－４１４－４７２６
　受付時間　24 時間対応
　山城北保健所　℡２１－２９１１
　受付時間　午前 8 時半～午後 5 時 15 分（平日のみ）

新型コロナウイルス感染症　専用の相談窓口

手洗い 咳エチケット

２０２０年４月から
事業所、飲食店などの多くの施設において

屋内は原則 になります禁煙
ご存知ですか？

改正健康増進法が２０２０年４月１日より全面施行さ
れますので、早めの準備をよろしくお願いします。

POINT
１

２０歳未満の方は
喫煙エリアへの立
ち入りが禁止に

POINT
２

屋内での喫煙には
喫煙室の設置が必
要に

POINT
３

喫 煙 室 に は
標 識 表 示 が
義務付けに

小さなお子様を連れた
ご家族での施設利用の
際は、ご注意ください

２０歳未満の従業員も
立ち入ることはできま
せん。万が一、２０歳
未満の方を喫煙エリア
に立ち入らせた場合、
施設の管理者は義務違
反の対象となります。

事業者の皆様へ

「既存特定飲食提供施設」を希望
される事業者は、所在地の保健
所に届出を提出してください。

改正健康増進法について、より詳しい情報は
以下の WEB サイトでご確認ください。

問い合わせは　京都府山城北保健所　保健室
　　　　　　　（℡ 21-2192　ＦＡＸ 24-6215）

厚生労働省
特設サイト

厚生労働省（法令
など掲載ページ）

京都府の受動
喫煙防止対策

※標識は厚生労働省の HP からダ
　ウンロードできます
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　「国民健康保険」や「後期高齢者医療」の加入者を対
象に、下記の医療機関において、人間ドックの助成を
行っています。（健診に要する費用額の７割相当額を助
成します）

受診機関
　・京都山城総合医療センター
　・田辺中央病院　
　・武田病院グループ　（武田病院健診センター・宇治
　　武田病院健康センター・武田総合病院健康管理セ
　　ンター・山科武田ラクト健診センター）
　※国民健康保険の人間ドックと特定健康診査、後期
　　高齢者の人間ドックと後期高齢者健康診査の重複
　　受診はできません。

お問い合わせは、保健医療課　（℡８２－６１６６）まで
※詳細は広報４月号にてご案内します。

保健医療課からのお知らせ

■人間ドックの受付開始について

新しい保険証は３月中に郵送します 
　現在、お持ちの保険証（やまぶき色）の有効期限は令
和２年（平成３２年）３月３１日のため、滞納のない世
帯につきましては、新しい保険証（さくら色）を３月中
に簡易書留郵便で世帯主様あてに郵送します。
　保険証の郵送日時点において国民健康保険税の滞納が
ある世帯に関しては、更新手続きが必要になりますので
後日郵送する通知をご確認ください。

届け出
　新しい保険証は３月中にご家庭へ簡易書留にて郵送い
たしますが、受け取られた保険証の内容が実態と異なる
場合は、新旧の保険証、印鑑及び免許証、個人番号（マ
イナンバー）など、本人確認ができるものを持って保健
医療課に届け出をしてください。
　また、現在お持ちの保険証（やまぶき色）は４月１日
以降の使用ができませんので、お手数ですがハサミやシュ
レッダーなどで処分をお願いいたします。
お問い合わせは、保健医療課　（℡８２－６１６６）まで

■国民健康保険証の更新について

令和２年度（２０２０年度）　人間ドック助成受付を４月１日（水）より開始します。
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地域包括支援センター（℡８２－３６９０）
地

ち

域
い き

包
ほ う

括
か つ

のひまわり通
つ う

信
し ん

心
こころ

でつなぐ、地
ち
域
いき

でつつむ
“認

にん
知
ち
症
しょう
”

【シャキッと脳トレ ～やってみよう！～】
並
なら

んでいる文字の中に２つのキーワードが隠 ( かく ) されています。
並び替えながら探してください。

　いつもひまわり通信をお読みいただき、ありがとうござ
います。今年度は生活習慣病をはじめ健康をテーマにコラ
ムを掲載してきました。病気から認知症につながるリスク
も高く、普段の生活習慣の見直しや心がけが非常に大切で
す。
　すなわち、誰にでも認知症になる可能性はあり、認知症
は特別な病気ではないと言えます。少しでも何かがおかし
いと感じたとき、かかりつけの病院等があれば医師に相談
すると良いでしょう。また、本人よりも先に周りが異変に
気づくということもあります。自分の身に何か起こったと
きのことを見据えて、家族や相談機関などと相談しておく
のも良いかもしれません。
　次年度も当コラムを通じて、みなさんが普段の健康管理
や認知症予防について意識できる機会になればと考えてい
ます。

シャキッと脳トレの正解： 「からす」　と　「かもめ」

（例
れ い

題
だ い

）　なりごなんば
→答えは、「りんご」 と 「ばなな」

★上の例題のように問題をやってみましょう！

（問題）　かめすかもら

内もも
（手順）
①　両手を合わせて、
　　膝の間に入れる
②　合わせた両手を両
　　足で閉める
③　緩

ゆ る

める
④　くり返す

上体ひねり
（手順）
①　肩の高さで手を組む
②　横に体をひねる
③　ゆっくりと体を戻す
④　反対もおこなう

➡

参考：独立行政法人国立長寿医療研究センター、2011、『認知症予防マニュアル　記憶力の向上を目指したプログラム』

ピーンと体操　グーンと体操　シャキッと体操
　足腰を鍛

きた

えて歩く力をいつまでも保
たも

つことが健
けん

康
こう

寿
じゅ

命
みょう

を伸ばす秘
ひ

訣
けつ

です。中級編その二♪
1 種目 10 回を目安におこない、慣れてきたら 2 ～ 3 セットを目標にしましょう。
　注）ストレッチなどで体をほぐしてからおこないましょう。
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■「井手町ＳＯＳネットワーク」の流れ

行方不明発生
まずは１１０番

⇦ ⇦家族

警察 役場

地域の協力団体のみなさん

ＦＡＸ、メール
で情報を発信。

連絡

日常業務の中で
気にかけたり、
注意する。

⇦

　　捜索

⇦ 協力
みなさんの情報提
供のおかげで・・
無事、家に帰るこ
とができました。

■
井
手
町
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
は
？

　

徘
徊
等
に
よ
り
行
方
不
明
に

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
の
名
前

や
特
徴
、
写
真
な
ど
の
情
報
を

あ
ら
か
じ
め
登
録
す
る
こ
と

で
、
早
期
発
見
に
役
立
て
る
制

度
で
す
。

徘
徊
等
に
よ
り
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
、
家
族
や
警
察
だ

け
で
な
く
地
域
で
協
力
し
、
対

象
者
を
い
ち
早
く
発
見
し
家
族

の
も
と
に
帰
ら
れ
る
よ
う
、
①

事
前
の
届
け
出
、
②
行
方
不
明

時
の
情
報
提
供
に
よ
る
、
生
命

と
安
全
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。

■
ど
ん
な
所
が
協
力
し
て
い
る

の
？

　

介
護
保
険
事
業
所
、
商
店
や

民
間
企
業
、
民
生
委
員
等
の
団

体
が
参
加
協
力
し
て
お
り
、
た

く
さ
ん
の
『
目
』
が
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
協
力
団
体
は
何
を
す
る
の
？

　
協
力
団
体
、
募
集
中

　

行
方
不
明
が
発
生
し
た
場

合
、
行
方
不
明
者
の
情
報
が
役

場
か
ら
協
力
団
体
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
や

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
ま
す
。

情
報
を
受
け
た
協
力
団
体
は
、

通
常
の
業
務
や
生
活
の
中
で
、

行
方
不
明
者
に
つ
い
て
、
気
に

か
け
た
り
、見
つ
け
た
場
合
は
、

役
場
や
警
察
に
連
絡
し
ま
す
。

　

積
極
的
な
捜
索
依
頼
を
お
願

い
す
る
も
の
で
は
な
く
、
可
能

な
範
囲
で
の
協
力
、
情
報
提
供

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

相
談
願
い
ま
す
。

　

事
前
登
録
を
さ
れ
た
方
に
、

連
絡
先
情
報
（
高
齢
福
祉
課
の

連
絡
先
を
表
示
）
を
搭
載
し
た

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
シ
ー
ル
（
圧
着
タ

イ
プ
）
を
配
布
し
ま
す
。

■
事
前
登
録
で
ス
ム
ー
ズ
捜
索

　

事
前
登
録
す
る
こ
と
に
よ

り
、
協
力
団
体
へ
必
要
な
情
報

を
迅
速
に
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
、
早
期
発
見
、
保
護
に
つ
な

が
る
た
め
、
下
記
の
窓
口
ま
で

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
で

読
み
込
む
と
表
示
さ
れ
ま
す

　

場
所
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い

等
、
困
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
が

見
ら
れ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
か
、
井
手
町
高
齢
福
祉

課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

登
録
の
お
申
込
み
、
問
い
合

わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）
ま
た
は
井
手
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
６
９
０
）
ま
で
。

井
手
町
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

　
　
　
　
　
　
登
録
し
ま
せ
ん
か
？
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：月１回程度
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：月２回程度
場所：多賀保育園
　
※サークルに興味のある方は子育て支援センター
までお問い合わせください。

子育てサークル

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就園前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～就園前まで（申込制）

3 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考

17 日（火）10：00 ～ 11：30 子育てサークル
「さんさん会」

19 日（木） 9：45 ～ 12：00 たんぽぽ広場
「バスでお出かけ」 ※申込制

30 日（月）10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

4 月

４月の予定は子育て支援センターにお問い合わせください
※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います。
※新型コロナウイルスの影響により、予定されている事業等が中止・変更になる恐れ
　があります。事前にご確認をお願いします。

解放文化祭

お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】 平日 8：30 ～ 16：30 

土曜 8：30 ～ 12：00
 ※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせ
ください

　

京
田
辺
市
火
災
予
防
条
例

が
改
正
さ
れ
、
令
和
２
年
４
月

１
日
か
ら
違
反
公
表
制
度
を

開
始
し
ま
す
。

　

近
年
、
不
特
定
多
数
の
方

が
利
用
す
る
建
物
に
お
い
て
、

多
く
の
死
傷
者
を
伴
う
火
災

が
全
国
で
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、こ
れ
ら
の
建
物
は
、

消
防
法
令
に
関
し
て
違
反
が

あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
建
物
利
用
者
が
自

ら
防
火
安
全
性
の
判
断
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
消
防

法
令
に
関
し
て
重
大
な
違
反

が
あ
る
建
物
の
情
報
を
公
開

す
る
制
度
を
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

【
公
表
の
内
容
等
】

①
公
表
の
対
象
と
な
る
防
火

対
象
物

　

特
定
防
火
対
象
物
（
※
１
）

で
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
、
自
動
火
災
報

知
設
備
の
設
置
義
務
が
あ
り
、

立
入
検
査
で
こ
れ
ら
の
消
防

用
設
備
が
未
設
置
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
防
火
対
象
物
。

②
違
反
の
内
容

　

屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
、
自
動
火
災
報

知
設
備
の
未
設
置
に
よ
る
設

置
義
務
違
反
。

③
公
表
す
る
事
項

　

違
反
対
象
物
の
名
称
、
所
在

地
、
違
反
の
内
容
。

④
公
表
の
方
法

　

京
田
辺
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載

※
１　

特
定
防
火
対
象
物

　

劇
場
、
映
画
館
、
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
、
飲
食
店
、
物
品
販

売
店
舗
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病

院
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
障
害
者
支
援
施
設
、

保
健
所
、
幼
稚
園
な
ど
で
、
不

特
定
多
数
の
方
又
は
、
一
人
で

避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
方

が
利
用
す
る
建
物
。

お
問
合
せ
は
京
田
辺
市
消

防
署
井
手
分
署
（
℡
82
‐

３
０
０
０
）

■
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

違
反
公
表
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

●一時預かり「いちごぐみ」の利用について
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Ｑ
．
国
民
年
金
は
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
．
国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
の
届
出

は
年
金
加
入
時
だ
け
で
な
く
、
結
婚
や
就
職
、
退
職
な
ど
被
保

険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
に
も
必
要
で
す
。

〈
被
保
険
者
資
格
取
得
届
〉

・
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
が
20
歳

に
な
っ
た
と
き
（
20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
国
民

年
金
加
入
に
関
す
る
届
出
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
）

・
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

60
歳
ま
で
に
退
職
し
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
被
保

険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

〈
被
保
険
者
種
別
変
更
届
〉

・
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶

者
で
な
く
な
っ
た
と
き
（
配
偶
者
が
65
歳
に
達
し
て
第
２
号
被

保
険
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
を
含
む
）

・
収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
（
パ
ー
ト
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
っ

た
と
き
）

　
〈
被
保
険
者
資
格
喪
失
届
〉

・
会
社
に
就
職
し
た
と
き

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事

業
所
な
ど
に
就
職
し
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
被
保
険

者
に
な
っ
た
と
き

　

そ
の
ほ
か
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
（
自
営
業
の
方
な
ど
）
に
対
し
て
、
産
前
産
後
期
間
の
保
険

料
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

就
職
や
60
歳
ま
で
の
退
職
、
結
婚
な
ど
に
よ
る
国
民
年
金
の

種
別
変
更
な
ど
各
種
届
出
に
つ
い
て
は
、
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
速
や
か
に
届
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
井
手
町
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
（
℡
82
‐

６
１
６
４
）

いづみ人権交流センターの取組み紹介
　いづみ人権交流センターでは、地域社会の中で福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となるコミュニ
ティーセンターとして、相談事業や人権課題解決のために各種事業を行っています。
　人権学習や異文化交流、料理教室やスイーツ教室、健康教室や太極拳、パソコン教室の他、様々な悩みに
専門のカウンセラーが相談に応じる『こころの相談室』や児童虐待や DV 相談、人権に関する相談や生活
上の相談も受け付けています。
　詳しくは、いづみ人権交流センターまでお問い合わせください。（℡ 82-3380　ＦＡＸ 82-4112）

いづみふれあい学級・人権学習

手芸教室

料理教室

健康教室・太極拳・ピラティス
パソコン教室

いけばな教室

解放文化祭
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日
時
／
４
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

　
　
　

会
議
室

定
員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受
付
／
４
月
10
日
（
金
）
午
後
5
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

●

Information

おしらせ講
座
・
教
室

健　

康

子 

育 

て

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
４
月
９
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

持
ち
物
／
筆
ペ
ン
ま
た
は
筆

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

※
３
月
17
日
の
ペ
ン
習
字
教
室
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月
10
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

※
３
月
の
大
正
琴
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

《
太
極
拳
》

日
時
／
４
月
10
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

※
３
月
の
太
極
拳
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

※
３
月
26
日
の
健
康
教
室
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

※
３
月
27
日
の
人
権
学
習
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
３
月
13
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

82
‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
第
23
回
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
中
止
の

お
知
ら
せ
】

　

３
月
29
日
（
日
）
開
催
予
定
の
ふ
れ
あ

い
福
祉
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
２
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

※
３
月
12
日
の
賀
泉
苑
で
の
山
吹
体
操
ク

ラ
ブ
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
４
月
８
日
（
水
）

【
乳
幼
児
健
診
】

《
３
歳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
３
月
13
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
28
・
６
・
30
～
Ｈ
28
・
９
・
30

生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
乳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
４
月
６
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
31
・
11
・
４
～
Ｒ
２
・
１
・
３
生

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
１
日
（
水
）・
８
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含

め
、
予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ

る
方
は
年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護

な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

※
３
月
の
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
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各 

種 

相 
談

１　募集種目及び試験期日等
募集職種 受付期間 試験期日 資　格

幹　部
候補生

一　般
（大卒程度）

令和２年
３月１日 ( 日 ) ～５月１日 ( 金 )

１次：５月９日 ( 土 )・１０日 ( 日 )
２次：６月９日 ( 火 ) ～１２日 ( 金 )
３次（海・空飛行要員のみ）
　　　海：７月６日 ( 月 ) ～１０日 ( 金 )
　　　空：７月１１日(土)～３０日(木)

２２歳以上２６歳未満の者
( ２０歳以上２２歳未満の者
は大卒 ( 見込含 )
修士課程修了者等（見込含）
は２８歳未満）

一　般
（院卒者）

歯　科
・

薬剤師
１次：５月９日 ( 土 )
２次：６月９日 ( 火 ) ～１２日 ( 金 )

専門の大卒（見込含）２０歳
以上３０歳未満の者

（薬剤科は２０歳以上２８歳
未満の者）

一般曹候補生
（第１回）

令和２年
３月１日(日)～５月１５日(金)

１次：５月２３日（土）
２次：６月２４日（水）～６月２９日（月）
２次はいずれか１日を指定します。

１８歳以上３３歳未満の者
（３２歳の者は、採用予定月
の末日現在３３歳に達してい
ない者）

自衛官候補生 年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。※

１８歳以上３３歳未満の者
（３２歳の者は、採用予定月
の１日から起算して３月に
達する日の翌月の末日現在、
３３歳に達していない者に限
る）

　（注）※令和３年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、
　　　　 令和２年９月１６日以降に行います。

２　受付及び問い合わせ先
　（１）　自衛隊京都地方協力本部（京都市中京区西ノ京笠殿町３８　℡ ０７５－８０３－０８２０）
　（２）　宇治地域事務所（宇治市広野町西浦７１－５　S.C OKUBO ２０２号室　℡４４－７１３９）
　（３）　その他　自衛隊各駐屯地・各基地においても案内を行っています。

令和２年度自衛官募集案内

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
３
月
16
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
６
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

＊
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号

（
℡
０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）

ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
３
月
13
日
（
金
）・
27
日
（
金
）・

　
　
　

４
月
10
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
相
談

室＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
３
月
11
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
半
～
10
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
３
月
23
日
（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
３
月
24
日
（
火
）・
４
月
７
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

82
‐
６
１
６
５
）
ま
で

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
等
が
中
止
・

変
更
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

３
月
16
・
23
・
26
・
30
日

４
月
６
・
13
・
20
・
23
・
27
・

30
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１

週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月

一
般
書

「
金
子
と
裕
而
」
五
十
嵐 
佳
子

「
ド
ミ
ノ
in
上
海
」　 

恩
田 
陸

「
ま
む
し
三
代
記
」
木
下 

昌
輝

「
犬
の
か
た
ち
を
し
て
い
る
も

の
」　　
　
　
　
　

高
瀬 

隼
子

「
終
の
盟
約
」　　
　

 

楡 

周
平

「
ね
な
し
ぐ
さ 

平
賀
源
内
の
殺

人
」　　
　
　
　
　
　

乾 

緑
郎

「
50
代
、
足
し
て
い
い
も
の
、

引
い
て
い
い
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　

 

岸
本 

葉
子

児
童
書

「
さ
く
ら
が
さ
く
と
」

　
　
　
　

 

と
う
ご
う 

な
り
さ

「
に
く
の
く
に
」

　
　
　
　
　

は
ら
ぺ
こ
め
が
ね

「
わ
た
し
た
ち
の
家
が
火
事
で

す 

地
球
を
救
お
う
と
よ
び
か

け
る
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
」

　

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー

「
さ
ら
に
、
物
語
は
迷
い
こ
む
」

　
　

日
本
児
童
文
学
者
協
会
編

「
朔
と
新
」　　

 

い
と
う 

み
く

３
月
・
４
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
か
み
し
ば
い
》

４
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
半

か
ら

図
書
館
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

３
月
７
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
展

示
ホ
ー
ル

（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。）

３
月
・
４
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午

前
10
時
～
正
午
）

３
月
11
・
18
・
25
日

４
月
１
・
８
・
15
・
22
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午

後
２
時
～
午
後
４
時
）

３
月
12
・
19
・
26
日

４
月
２
・
９
・
16
・
23
日

　２０年生きた猫は、
人に化けて言葉を操る
妖怪「猫又」になる－。
将軍様の庇護のもと、
江戸城内の学び舎「猫
宿」で修業に励む新米
猫又のみかんたち。猫
宿の長は、魔王と呼ば
れ た あ の 戦 国 武 将 で
…。

猫君
畠中 恵

　材料２つのアイス、
焼 き 時 間 ３ 分 の ク ッ
キー、混ぜてチンする
だけのケーキ…。Ｙｏ
ｕＴｕｂｅで話題のて
ぬき料理研究家が、少
ない材料で、誰でも失
敗せずに美味しく作れ
るおやつ７３品のレシ
ピを紹介する。

材料２つから作れる！
　　　魔法のてぬきおやつ
てぬキッチン

　 童 謡 詩 人・ 金 子 み
すゞの詩に、絵本作家・
いもとようこが絵を添
えた、美しい日本の詩

（こころ）を伝える詩
の絵本。教科書やＣＭ
でも知られる、「大漁」

「こだまでしょうか」
などの作品を収録。

金子みすゞ詩集 こころ
いもと ようこ

　実用化が進み、社会
的にもよく知られるよ
うになったＡＩ（人工
知 能 ）。「 Ａ Ｉ と は 何
か」から、発展の歴史、
実 現 の た め の 技 術 ま
で、イラストや図版を
使ってやさしく解説。

「チューリング・テス
ト」などのコラムも収

知ろうＡＩというプログラム
山田 誠二

録。



広報いで R2-0319

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出
してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明
な袋に入れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（℡ 82 ‐ 6168）してください。（テレビ・冷
蔵庫・冷凍庫・　洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
　※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区
　毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（3 月 11 日～ 4 月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 3 月 26 日 3 月 19 日 3 月 12 日
4 月 9 日 4 月 2 日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 3 月 27 日 3 月 20 日 3 月 13 日
4 月 10 日 4 月 2 日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 4 月 2 日 3 月 19 日 3 月 12 日

4 月 9 日 3 月 26 日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程（2 月から収集区域番号が変更になりました）
収集日 区域番号 収 集 区 域
3月13日
4月6日 ④ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷
3 月 18 日
4 月 9 日 ⑦ 西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

3月23日 ⑨ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、
蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜、阿弥陀寺

3月25日 ⑪ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内、下赤田、
上赤田

3月27日 ⑬
（変更なし）

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田、柏原

3月31日 ⑮
（変更なし）

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、
浜田、橋ノ本

3 月 11 日
4 月 2 日 ② 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、

鳥休、柴木田
※し尿収集日程に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

（プラマーク容器包装）
出せる物・出し方

○　　　　　「プラマーク」のあるボトル類、カップ・トレー類、袋類、チューブ・ふた類、
　　発泡トレー・発泡スチロール類などのうち、簡単な洗浄で汚れが落ちる容器包装

○汚れを取り除いて、透明または半透明の袋に入れて出してください。
○汚れが落ちない容器包装については、「燃やすごみ」に分別してください。

○リサイクルの推進に、ご協力いただきますようお願いいたします。



月日 曜日 行　　　　事

3/11 水 育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10 時半受付、保健センター）
むすび家カフェ（午前 11 時～午後４時、むすび家 ide）

12 木

13 金
こころの相談室（午前 11 時～、いづみ人権交流センター・予約制）
３歳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

14 土 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

15 日 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

16 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）

17 火

18 水 むすび家カフェ（午前 11 時～午後４時、むすび家 ide）

19 木

20 金 春分の日

21 土 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

22 日 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

23 月 無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

24 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

25 水 むすび家カフェ（午前 11 時～午後４時、むすび家 ide）

26 木

27 金 こころの相談室（午前 11 時～、いづみ人権交流センター・予約制）

28 土 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

29 日 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

30 月

31 火

4/1 水
無火災デー防火パレード
むすび家カフェ（午前 11 時～午後４時、むすび家 ide）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

2 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）

3 金

4 土 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

5 日 むすび家カフェ（午前７時半～午後２時半、むすび家 ide）

6 月 乳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

7 火

8 水 むすび家カフェ（午前 11 時～午後４時、むすび家 ide）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター・賀泉苑）

9 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

10 金
大正琴教室（午前 10 時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11 時～、いづみ人権交流センター・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

※新型コロナウイルスの影響により、予定されている事業等が中止・
　変更になる恐れがあります。事前にご確認をお願いします。

まちのカレンダー
（3 月 11 日～ 4 月 10 日）

　　　　　　　

　玉水駅前さくらでは、毎日手作りの日替わり
ランチをご用意しています。
　今月の紹介ランチは、3 月 27 日 ( 金 ) オム
ライスです。テレビでも紹介された さくら特
製「ふわとろ卵のオムライス」
　ぜひ一度ご賞味ください。(600 円 )

ふわとろ卵のオムライス

営業時間　午前９時～午後 4 時半
定休日　　日曜・祝日　　　　　　　　（℡ 0774-82-3174）

玉水駅前休憩所 さくら

発行：京都府綴喜郡井手町　編集：企画財政課　井手町ホームページ：http://www.town.ide.kyoto.jp/

おめでとうございます
(1 月 16 日から 2 月 15 日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
多 賀 安 福　叶

と
 愛

あ
鈴 香

〈
出
生
〉

公共施設電話番号一覧
名　称 電話番号 名　称 電話番号
市外局番　0774 市外局番　0774

総務課 82-6161 保健センター 82-3385

地域創生推進室 82-6170 地域包括支援センター 82-3690

企画財政課 82-6162 泉ヶ丘中学校 82-2070

税務課 82-6163 井手小学校 82-2119

住民福祉課 82-6164 多賀小学校 82-2112

高齢福祉課 82-6165 玉川保育園 82-2153

保健医療課 82-6166 多賀保育園 82-2225

建設課 82-6167 いづみ保育園 82-4160

産業環境課 82-6168 子育て支援センター 82-2232

上下水道課 82-6169 環境衛生センター 82-4651

会計課 82-6171 学校給食センター 82-3617

議会事務局 82-6172 まちづくりセンター椿坂 82-3838

教育委員会 ( 学校教育課 ) 82-4333 町立デイサービスセンター 99-4318

山吹ふれあいセンター
82-5700

老人福祉センター「玉泉苑」 82-3499
（図書館・社会教育課） 老人福祉センター「賀泉苑」 82-5059

いづみ人権交流センター
82-3380
82-4112

京田辺市消防署　井手分署 82-3000

同和・人権政策課
井手町役場　代表番号 82-2001

いづみ児童館

住所 夫 妻

井 手 西 川　翔 中 林　紘 恵

〈
婚
姻
〉


